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第・76号｛禦藤翻｝昭和48年4月・・日（毎月1・日発行）

　人ロの動き

　4月1日現在

男5233（一51）
女5297（一71）
計10．530（一122）

世帯数2．356（一19）

（）内は前月との比較発行川西町・町長根津正三　編集企画室広報係北村準一　定価　1部5円　印刷白南風社

　　　　　　　　　　　不安　も　消　え　て

4月上旬のハイライトである入学式・入園式が一段落して、幼い不安の芽もひとしきり、や

がて、希望の花は満開となる。　　（川西幼稚園で）

県
民
生
活
課
か
ら

　
　
相
談
あ
ん
な
い

交
通
事
故
相
談

◎
場
所

　
新
潟
市
学
校
町
一
、
県
庁
本
館

　
二
階
「
交
通
事
故
相
談
所
」

　
電
話
新
潟
二
三
i
五
五
一
一

　
長
岡
市
四
郎
丸
沖
田
、
長
岡
総

　
合
庁
舎
内
コ
父
通
事
故
相
談

　
所
」

　
電
話
長
岡
三
四
i
＝
二
一
一

　
上
越
市
本
城
町
五
番
六
号
、
上

　
越
総
合
庁
舎
二
階
「
交
通
事

　
故
相
談
所
」

　
電
話
高
田
三
－
七
七
一
一

◎
日
時

日
曜
・
祭
日
を
除
く
毎
日
、
午

前
十
時
か
ら
午
後
三
時
半
（
土

曜
は
正
午
）
ま
で

県
民
相
談

◎
場
所

県
庁
本
館
「
県
民
相
談
室
」

　
電
話
新
潟
二
二
ー
〇
三
八
三

◎
日
時

日
曜
・
祭
日
を
除
く
毎
日
、
午

前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
（
土

曜
は
正
午
）
ま
で

　
　
　
ー
企
画
開
発
部
1

　
宅
地
分
譲
、
受
け

　
付
け
を
締
め
切
る

　
前
号
で
お
伝
え
し
て
、
希
望
者
を
募

っ
て
い
た
山
野
田
の
宅
地
分
譲
は
、
申

し
込
み
が
、
す
で
に
予
定
を
オ
ー
バ
ー

し
ま
し
た
の
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
以
上
、
お
知
ら
せ
ま
で
。
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第
一
次
五
か
年
計
画
の

意
義
あ
る
締
め
く
く
り
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
議
会
三
月
定
例
会
終
わ
る

…
　
一
般
会
計
と
六
特
別
会
計
を
合
わ
せ

｝
て
、
総
額
十
億
七
千
九
百
六
十
八
万
二

…
千
円
と
い
う
新
予
算
、
こ
れ
ら
予
算
に

㎜
関
係
の
あ
る
条
例
二
十
三
件
、
そ
の
他

す
て
き
な

　
　
　
名
前
を
つ
け
て

　
　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
名
称
募
集

　
五
月
一
日
の
開
館
を
目
標
に
、
津
南

町
芦
ケ
崎
地
内
に
建
設
中
の
「
十
日
町

地
域
広
域
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
　
（
建

設
費
約
八
千
万
円
）
の
名
称
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
名
称
を
、
ふ

る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

四
十
七
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
や
請

願
な
ど
、
膨
大
な
案
件
を
さ
ば
い
て
、

第
二
回
町
議
会
定
例
会
が
さ
る
三
月
二

十
日
に
終
わ
り
ま
し
た
。

応
募
先

　
　
十
日
町
市
千
歳
町
三
丁
目
三
番
地

　
　
十
日
町
市
役
所
内
広
域
事
務
組
合

応
募
方
法

　
　
は
が
き
で
、
理
由
を
簡
単
に
添
え

　
　
て
、
住
所
・
氏
名
を
忘
れ
ず
に
。

入
　
　
選

　
　
特
選
一
人
　
　
記
念
品
贈
呈

　
　
佳
作
六
人
　
　
　
同

応
募
期
限

　
特
に
、
最
終
日
の
二
＋
日
、
「
妊
産

婦
お
よ
ぴ
乳
児
の
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
」
や
「
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
基

金
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
と
い
っ

　
　
四
月
末
日

　
詳
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
地
域
広
域

事
務
組
合
（
電
話
七
i
三
一
一
一
番
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〃
み
ん
な
で

　
　
も
り
立
て
よ
う

　
　
　
国
民
健
康
保
険
〃

四
月
か
ら
の
国
保
料
は
、
例
年
の
よ

た
、
福
祉
の
拡
大
・
町
づ
く
り
の
基
盤
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
る
施
設
の
建
設
を
そ
れ
ぞ
れ
目
標
｝

に
し
た
条
例
が
可
決
さ
れ
、
総
合
開
発
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
画
中
、
五
か
年
分
基
本
計
画
の
締
め
…

く
く
り
に
当
た
る
年
度
を
象
徴
す
る
か
一

の
よ
う
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
ま
た
、
会
期
中
、
町
民
体
育
館
建
設
…

に
関
す
る
請
願
（
継
続
審
査
分
）
も
採
…

択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
模
様
は
、
一

追
っ
て
「
町
政
の
ひ
ろ
ば
」
で
お
伝
え
…

す
る
よ
う
準
備
中
で
す
。
　
　
　
　
　
…

う
に
、
本
算
定
ま
で
の
間
、
暫
定
徴
収

と
な
り
ま
す
か
ら
ご
承
知
願
い
ま
す
。

　
医
療
費
が
増
す
と
保
険
料
は
高
く
な

り
ま
す
。
自
己
負
担
の
三
割
だ
け
で
な

い
毎
月
の
保
険
料
納
入
も
た
い
へ
ん
で

す
。
医
療
費
を
じ
ょ
う
ず
に
使
い
、
効

果
の
あ
が
る
よ
う
皆
さ
ん
で
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉

一
世
帯
当
り
保
険
料
　
三
〇
、
一
九
一
一
円

一
人
当
り
保
険
料
　
　
　
七
、
六
八
四
円

一
世
帯
当
り
給
付
額
　
七
八
、
四
九
九
円

一
人
当
り
給
付
額
　
　
一
九
、
九
八
七
円

　
　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
年
額
で
）

〃
病
ん
で
泣
く
よ
り

　
　
　
　
　
国
保
で
笑
え
〃

結
婚
相
談
事
務
は

社
会
課
で

　
別
項
の
よ
う
な
人
事
異
動
と
同
時
に

こ
れ
ま
で
、
企
画
室
で
取
り
扱
っ
て
い

た
結
婚
相
談
事
務
を
、
四
月
一
日
か
ら

社
会
課
に
移
管
し
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

生
産
調
整
を

　
　
　
さ
れ
る
か
た
へ

　
四
十
八
年
度
の
米
の
生
産
調
整
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
目
下
、
各
農
家
組
合
長
を
経
由
し
て

用
紙
を
配
布
中
で
す
か
ら
、
ほ
場
整
備

の
通
年
施
行
田
、
植
林
地
な
ど
漏
れ
落

ち
の
な
い
よ
う
、
今
月
中
に
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
前
年
か
ら
引
き
続
い
て
い
る

植
林
地
、
養
魚
池
等
に
つ
い
て
は
毎
年

必
ず
、
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ち
が
い
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
”
産
業
課
”

チ
リ
ト
リ
を

　
　
　
　
学
校
に
寄
付

　
こ
の
ほ
ど
、
十
日
町
市
在
住
の
佐
藤

五
作
さ
ん
（
二
十
年
前
に
藤
沢
か
ら
転

出
さ
れ
、
現
在
、
同
市
高
田
町
で
板
金

業
を
営
ん
で
い
る
か
た
。
）
か
ら
、
町

教
委
に
あ
て
て
、
学
校
、
幼
稚
園
、
保

育
所
で
使
用
し
て
ほ
し
い
と
チ
リ
ト
リ

ニ
一
〇
個
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ご
紹
介
し
て
、
佐
藤
さ
ん
の
ご
好
意

に
対
す
る
お
礼
に
か
え
ま
す
。
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＝
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＝
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＝
＝
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＝
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＝
＝
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＝
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＝
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＝
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＝
＝
＝

簡
保
積
立
金
の

地
方
還
元
融
資

　
簡
易
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
皆
さ
ん
の
積
立
金
は
、
地
方

公
共
団
体
に
還
元
融
資
さ
れ
、
学
校

や
保
育
所
の
建
設
、
道
路
事
業
そ
の

他
の
公
共
事
業
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　
川
西
町
で
は
、
四
十
七
年
度
の
場

合
、
下
平
線
及
ぴ
塩
辛
線
の
舗
装
事

業
並
ぴ
に
伊
勢
平
治
小
根
岸
線
改
良

事
業
の
資
金
の
一
部
が
、
皆
さ
ん
の

簡
保
積
立
金
か
ら
の
融
資
に
よ
る
も

の
で
す
．
　
　
　
　
　
〔
郵
便
局
〕

町
の
人
事

▽
　
退
職
／
三
月
三
十
一
日
付

教
委
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
長
、
公

民
館
主
事
・
馬
場
光
雄
　
千
手
保
育
園

主
任
保
母
・
清
水
道
子
　
総
務
課
文
書

係
・
高
橋
民
江
　
仙
田
出
張
所
・
樋
ロ

ミ
イ

▽
　
昇
任
／
四
月
一
日
付

建
設
課
水
道
係
長
・
小
川
広
一
（
水
道

係
）▽

　
配
置
換
え
／
四
月
一
日
付

広
域
消
防
十
日
町
消
防
署
川
西
分
遣
所

出
向
・
押
木
秀
治
（
水
道
係
長
）
　
企

画
室
企
画
係
長
・
須
藤
良
平
（
総
務
課

住
民
係
長
）
　
住
民
係
長
・
小
林
力

（
企
画
係
長
）
　
建
設
課
土
木
第
2
係

長
・
山
田
五
作
（
国
土
調
査
課
国
土
調

査
係
長
）
　
税
務
課
税
務
第
2
係
長
・

小
林
英
一
（
保
険
課
保
険
係
長
）
　
保

険
係
長
・
中
村
義
雄
（
税
務
第
2
係
長

）
　
川
西
町
土
地
改
良
区
派
遣
・
櫃
間

富
雄
（
収
入
役
室
出
納
係
長
）
　
教
委

社
会
教
育
課
社
会
体
育
係
長
、
公
民
館

主
事
・
星
名
四
郎
（
文
書
係
長
）
　
総

務
課
交
通
安
全
対
策
指
導
兼
文
書
係
長

関
口
良
平
（
総
務
課
消
防
防
災
係
長
）

南
原
保
育
園
長
、
橘
保
育
園
長
兼
務
・

白
井
マ
サ
（
千
手
保
育
園
長
、
上
野
保

育
園
長
兼
務
）
　
国
土
調
査
係
長
。
水

品
幸
一
（
土
木
第
2
係
長
）
　
教
委
学

校
教
育
課
・
星
名
イ
シ
（
千
手
小
）

産
業
課
農
政
係
・
押
木
久
之
（
議
会
事

務
局
）
　
企
画
室
財
政
係
・
丸
山
カ
ツ

子
（
住
民
係
）
　
千
手
保
育
園
長
心
得

小
林
恵
美
子
（
川
西
幼
稚
園
）
　
住
民

係
・
白
井
洋
（
土
木
第
2
係
）
　
上
野

保
育
園
長
心
得
・
角
谷
幸
江
（
上
野
保

育
園
主
任
保
母
）
　
土
木
第
2
係
・
根

津
英
子
（
出
納
係
）
　
産
業
課
農
林
係

高
橋
恭
平
（
国
土
調
査
係
）
　
教
委
庶

務
課
・
高
橋
敏
行
（
学
校
教
育
課
）

収
入
役
室
・
桑
原
セ
キ
（
財
政
係
）

橘
保
育
園
主
任
保
母
・
水
落
マ
ル
子

（
上
野
保
育
園
）
　
川
西
幼
稚
園
・
田

中
陽
子
（
千
手
保
育
園
）
　
橘
保
育
園

斉
藤
敏
子
（
上
野
保
育
園
）
　
産
業
課

農
業
共
済
係
・
数
藤
進
吉
（
税
務
第
2

係
）
　
税
務
第
2
係
・
高
橋
博
行
（
農

林
係
）
　
健
康
管
理
室
衛
生
係
・
沢
口

則
雄
（
国
土
調
査
係
）
　
橘
保
育
園
・

斉
木
千
恵
子
（
上
野
保
育
園
）
　
議
会

事
務
局
・
白
井
晃
（
農
業
共
済
係
）

社
会
課
援
護
係
・
数
藤
久
（
国
土
調
査

係
）
　
川
西
中
・
大
井
栄
吉
（
千
手
小

）
　
千
手
小
・
若
山
彦
三
郎
（
上
野
小

）
　
上
野
小
・
市
川
孫
市
（
川
西
中
）

知橘健同良千▽
子保康●子手
　育管田　保採
同園理村上育用
●●室み野園山石衛つ保・／
田田生子育斉四
利靖係　園藤月
子子●同●節一。
　　上●小子日
同同村丸杉　付
（●美山加同
給佐知姿代●
）藤夫子子高
●美　　　 橋

江
ロ
ト
ク
　
南
原
保
育
園
・
高
橋
き
よ

子
　
同
・
石
沢
昌
子
　
同
・
柳
英
子

同
（
給
）
・
水
落
恵
美
子
　
建
設
課
水

道
係
・
野
上
敏
夫
　
農
委
農
地
係
・
平

野
久
代
　
上
野
保
育
園
・
星
名
力
雄

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

　
以
上
の
発
令
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に

年
々
増
加
す
る
交
通
事
故
防
止
対
策
と

し
て
「
交
通
安
全
対
策
指
導
係
」
を
、

町
体
育
協
会
の
発
足
等
に
こ
た
え
、
ス

ポ
ー
ッ
を
通
じ
た
明
る
い
町
づ
く
り
を

企
図
し
て
「
社
会
体
育
係
」
を
そ
れ
ぞ

れ
新
設
し
た
こ
と
。
平
場
校
用
務
員
の

配
置
換
え
に
ふ
み
き
っ
た
こ
と
．
前
年

の
課
長
級
の
大
幅
異
動
を
受
け
て
、
本

年
は
係
長
級
の
交
流
に
ポ
イ
ン
ト
を
お

い
た
こ
と
な
ど
が
中
心
の
人
事
で
す
。
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赤
十
字
増
強
運
動

社
費
納
入
と
新
社
員
加
入
の

お
願
い

　
例
年
、
四
月
一
日
か
ら
五
月
末
ま
で

全
国
い
つ
せ
い
に
、
赤
十
字
増
強
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
日
赤
事
業
は
、
ご
存
じ
の
と
お
り
国

籍
人
種
を
問
わ
な
い
、
ま
っ
た
く
博
愛

慈
善
の
事
業
で
あ
り
、
い
ま
の
世
相
か

ら
容
易
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
存
じ

ま
す
が
、
広
範
多
面
に
わ
た
っ
て
そ
の

要
請
は
強
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
事
業
資
金
の
大
部
分

は
、
一
般
社
員
の
社
費
と
篤
志
家
の
寄

金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。　
日
赤
県
支
部
か
ら
は
、
毎
年
、
期
待

（
予
定
）
額
と
し
て
割
当
が
当
町
に
も

ま
い
り
ま
す
が
、
幸
い
、
町
民
皆
様
が

た
の
慈
善
の
精
神
と
、
事
業
に
対
す
る

ご
認
識
と
に
よ
っ
て
り
っ
ぱ
な
成
績
を

あ
げ
て
き
て
お
り
、
川
西
町
分
区
と
し

て
、
功
労
表
彰
も
受
け
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
、
出
費
多
端
の
お
り
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
多
大
の
ご
協
力
に
感
謝
の

ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
目
下
、
国
際
的
に
は
、
百
十
五
か
国

に
赤
十
字
社
が
存
在
し
て
い
て
、
お
互

い
に
連
絡
し
あ
い
、
ベ
ト
ナ
ム
や
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
等
の
戦
争
被
災
者
の
救
援

災
害
で
苦
し
ん
で
い
る
難
民
の
た
め
の

救
済
の
手
を
さ
し
の
べ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
内
で
は
、
多
発
す
る
交
通

事
故
対
策
や
各
種
施
設
の
援
助
、
生
活

困
窮
者
の
援
助
な
ど
、
前
述
の
よ
う
に

増
大
す
る
い
っ
ぼ
う
の
要
請
に
こ
た
え

る
べ
く
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
、
こ
と
し
の
増
強
運
動
に
、

全
社
員
三
百
円
社
費
完
納
と
全
戸
加
入

が
か
な
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
事
務
的
に
は
、
例
年
ど
お
り
町
政
事

務
嘱
託
員
を
通
じ
て
各
家
庭
に
お
願
い

す
る
手
は
ず
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
本
年
も
、
暖
か
い
ご
協
力
を

た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
に
。

　
〈
7
3
年
赤
十
字
国
際
標
語
〉

　
　
あ
な
た
と

　
　
　
あ
な
た
の
世
界
の

　
　
　
　
　
　
　
赤
＋
字

福
祉
年
金
の
給
付
を
受
け
た
ら

　
　
　
　
　
　
…
…
そ
の
足
で
定
時
届
を

辺H仙橘上
野西田

町郵郵郵

役便便便

場局局局

　
五
月
六
日
、
福
祉
年
金
の
支
払
い
が

始
ま
り
ま
す
。

　
例
年
の
こ
と
で
す
が
、
今
回
の
支
払

い
期
は
定
時
届
を
し
て
い
た
だ
く
時
期

で
す
。
こ
と
し
も
、
次
の
場
所
で
、
こ

の
定
時
届
を
受
け
付
け
ま
す
か
ら
、
給

付
を
受
け
た
ら
そ
の
足
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。　
一
日
時

　
　
　
　
五
月
六
日
、
午
前
九
時
か
ら

　
　
　
　
午
後
四
時
ま
で

　
二
受
付
場
所

確
定
申
告
が
ま
ち

　
が
っ
て
い
た
と
き

　
　
　
　
　
　
十
日
町
税
務
署

　
四
十
七
年
分
の
確
定
申
告
に
ま
ち

が
い
が
あ
っ
た
場
合
、
す
み
や
か
に

訂
正
の
手
続
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

〔
税
額
を
少
な
く
計
算
し
て
〕

　
　
い
た
と
き

　
計
算
ち
が
い
か
ら
納
め
た
税
金
が

少
な
か
っ
た
り
、
還
付
を
受
け
る
額

が
多
か
っ
た
と
き
、
　
「
修
正
申
告
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調
を
受

け
る
前
に
修
正
申
告
を
す
れ
ば
、
過

　
三
　
持
参
す
る
も
の

　
　
　
　
国
民
年
金
証
書
・
印
鑑

　
当
日
、
都
合
が
つ
か
な
い
人
は
、
直

接
、
社
会
課
へ
。

少
申
告
加
算
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

〔
税
額
が
多
く
計
算
し
て
い
〕

　
　
た
と
き

　
逆
に
、
納
め
過
ぎ
等
の
場
合
、
正

当
な
税
額
に
な
お
す
よ
う
「
更
正
の

請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
期
限
は
、
明
年
三
月
十
五
日

で
す
。〔

忘
れ
て
申
告
を
し
な
か
っ
〕

　
　
た
と
き

　
期
限
後
で
も
確
定
申
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
調
査
を
受
け
る
前
に
申

告
す
れ
ば
、
無
申
告
加
算
税
は
税
額

の
五
％
で
す
み
ま
す
。

排
出
ガ
ス
に
よ
る

大
気
汚
染
の
防
止

　
　
　
　
　
鵬
犠
出
ガ
ス

鼻
　
－
　
匹
　
I
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，
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膨
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，
　

，
　

2
　

1

　
現
在
、
自
動
車
を
使
用
し
て
い
る

　
か
た
は
、
今
月
三
十
日
ま
で
に
エ

　
ン
ジ
ン
の
点
火
時
期
の
調
整
を
実

　
施
し
て
く
だ
さ
い
。

甲，曹一甲り一冒甲顧曹一甲「一

　
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚

染
を
防
止
す
る
た
め
、
エ
ン
ジ
ン
の
点

火
時
期
の
遅
角
調
整
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
排
出
ガ
ス
減
少
装
置
の
取
サ
付

け
が
法
令
に
よ
つ
て
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
、
規
制
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

t
　
点
火
時
期
の
調
整

ω
　
ガ
ソ
リ
ン
ま
た
は
液
化
石
油
ガ

　
ス
（
L
P
ガ
ス
）
を
燃
料
と
す
る

　
自
動
車
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月

　
三
十
日
ま
で
に
点
火
時
期
の
遅
角

　
調
整
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

　
せ
ん
。

　
　
た
だ
し
、
二
輪
自
動
車
、
小
型

　
特
殊
自
動
車
、
大
型
特
殊
自
動
車

　
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

＠
点
火
時
期
の
調
整
は
、
整
備
工

　
場
ま
た
は
特
定
ス
タ
ン
ド
で
実
施

　
し
、
実
施
済
み
の
自
動
車
に
は
点

　
火
装
置
に
封
印
す
る
と
と
も
に
、

　
自
動
車
助
手
席
側
の
三
角
窓
等
に

　
「
点
火
時
期
調
整
」
の
ス
テ
ッ
カ

　
ー
を
表
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

　
ま
す
。

の
　
ス
テ
ッ
カ
ー
を
表
示
し
て
い
な

　
い
自
動
車
（
点
火
時
期
を
調
整
し

　
て
い
な
い
自
動
車
）
は
、
五
月
一

　
　
日
か
ら
運
行
し
て
は
な
ら
な
い
こ

　
　
と
に
な
り
ま
す
．

a
　
排
出
ガ
ス
減
少
装
置
の

　
　
取
り
付
け

　
ω
点
火
時
期
の
調
整
を
実
施
し
た

　
　
自
動
車
は
、
こ
れ
に
ひ
き
つ
づ
き

　
　
次
の
期
日
ま
で
に
、
運
輸
大
臣
が

　
　
指
定
す
る
排
出
ガ
ス
減
少
装
置
を

　
　
取
り
付
け
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん

　
　
　
た
だ
し
、
二
輪
自
動
車
、
軽
自

　
　
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
、
大
型

　
　
特
殊
自
動
車
及
ぴ
昭
和
四
十
二
年

　
　
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
登
録
し

　
　
た
自
動
車
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
排
出
ガ
ス
減
少

　
　
　
取
付
け
期
限

　
　
エ
ン
ジ
ン
排
気
量
一
八
○
O

　
C
C
を
越
え
る
乗
用
車
：
：
昭

　
　
　
　
和
四
十
九
年
十
二
月
三
十
一

　
　
　
　
日
ま
で
。

　
そ
の
他
の
規
制
対
象
車
：
：
昭

　
　
　
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま

　
　
　
で
。

＠
排
出
ガ
ス
減
少
装
置
の
取
り
付

　
け
は
、
整
備
工
場
ま
た
は
特
定
ス

　
タ
ン
ド
で
実
施
し
、
実
施
済
み
の

　
自
動
車
に
は
、
　
「
排
出
ガ
ス
対
策

　
済
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
助
手
席
三

　
角
窓
等
に
表
示
す
る
こ
と
に
な
っ

　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
罫
謙
）

　
　
L
P
ガ
ス

　
　
　
　
（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
）

　
　
　
の
メ
ー
タ
ー
販
売

　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
販
売
は
、
お
も
に

重
量
に
よ
る
販
売
で
あ
り
、
使
用
量
の

確
認
、
ガ
ス
切
れ
、
ガ
ス
料
金
な
ど
使

用
上
の
点
、
容
器
交
換
時
の
残
量
引
き

取
り
な
ど
不
便
な
問
題
が
あ
る
た
め
、

電
気
・
水
道
・
都
市
ガ
ス
の
よ
う
に
メ

ー
タ
ー
制
に
よ
る
販
売
に
よ
っ
て
こ
れ

ら
の
問
題
を
解
消
す
る
よ
う
検
討
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
液
化
石
油
ガ
ス
法
令
の

改
正
に
よ
っ
て
、
さ
る
二
月
一
日
か
ら

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
販
売
も
、
メ
ー
タ
i

制
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
二
月
一
日
以
降
に
新

規
に
販
売
契
約
を
し
た
場
合
は
、
す
べ

て
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
販
売
に
な
り
ま
す

が
、
二
月
一
日
以
前
か
ら
重
量
に
よ
り

販
売
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
昭
和
五
十

年
三
月
三
十
一
目
ま
で
の
間
に
全
部
メ

ー
タ
ー
の
設
置
を
完
了
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
、
メ
ー

タ
ー
に
よ
る
販
売
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す

一
、
　
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
入
り
容
器
よ
り
小

　
さ
い
容
器
を
使
用
す
る
よ
う
な
少
量

　
消
費
の
場
合

二
、
　
焼
き
イ
モ
屋
な
ど
、
屋
外
を
移
動

　
す
る
設
備
に
使
用
さ
れ
る
場
合

三
、
　
通
商
産
業
大
臣
が
特
に
認
め
た
場

　
合
（
現
在
、
ま
だ
具
体
的
に
明
示
さ

　
れ
て
い
ま
せ
ん
、
）

　
な
お
、
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
販
売
に
伴

い
、
ガ
ス
料
金
、
メ
ー
タ
ー
取
り
付
け

工
事
費
（
材
料
、
工
賃
）
、
メ
ー
タ
ー

貸
賃
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
各

販
売
店
か
ら
新
し
く
配
布
さ
れ
る
契
約

書
面
で
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
販
売
店
と
よ
く
相
談
し
て
い
た

だ
き
、
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
販
売
に
つ
い

て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
鋸
講
翻
）
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（
軽
自
動
車
税
）

鵜
馳
諸
に
対
す
る
減
免

　
身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
の
か
た
が

た
が
、
足
が
わ
り
と
し
て
毎
日
使
用
さ

れ
て
い
る
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
、
申

請
さ
れ
る
と
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
に

な
り
ま
す
。
以
下
を
ご
覧
に
な
っ
て
、

該
当
す
る
か
た
は
、
す
ぐ
に
手
続
き
を

さ
れ
る
よ
う
。

減
免
の
範
囲

一
．
　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

　
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
障

　
害
程
度
が
別
表
に
該
当
す
る
人

…別表…

二
、
　
生
計
を
一
に
す
る
家
族
内
に
、
前

　
項
に
該
当
す
る
障
害
者
等
（
た
だ
し

　
別
表
の
○
で
か
こ
ん
で
あ
る
障
害
者

　
は
除
く
。
）
が
あ
っ
て
、
そ
の
者
の

　
通
院
、
通
学
や
生
業
の
た
め
に
使
用

　
す
る
軽
自
動
車
等
を
運
転
す
る
人

減
免
対
象
の
車

　
前
記
、
減
免
の
範
囲
に
該
当
し
、
日

常
、
足
が
わ
り
に
使
用
す
る
車
一
人
一

台
で
す
。
申
請
手
続

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
、
運
転
免
許
証
、
認
め
印
に
当
該

軽
自
動
車
を
も
つ
て
税
務
課
へ
お
い
で

く
だ
さ
る
よ
う
。

　
な
お
、
家
族
の
中
に
身
体
障
害
者
等

が
あ
っ
て
該
当
す
る
場
合
、
社
会
福
祉

事
務
所
発
行
の
生
計
同
一
証
明
書
を
添

え
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　
今
月
末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

車
検
用
納
税
証
明
書
の

　
　
　
発
行
方
法
を
改
め
ま
し
た

つ
て
、
第
2
期
分
以
降
に
お
い
て
、
納

税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
額
に
増
減
の

あ
る
こ
と
を
お
含
み
願
い
ま
す
。

障害の区分 身体障害者の障害程度 戦傷病者の傷病程度

視覚障害 1級2級3級4級の1 特別1．2．3．4．項症

聴覚障害 2級3級 同上

平衡機能障害 3級 同上

上肢不一自由 1級2級の1．2 特別1。2．3．項症

下肢不自由
1級2級3級の1

⑳⑱⑱⑱
特別1．2．3。4．5．6．項症

①②③款症

体幹不自由 1級2級3級5級 同上

心臓機能障害 1級2級3級 特別1．2．3．項症

呼吸機能障害 1級2級3級 同上

諺
李
◎

◎
納
税
と

　
　
　
　
同
時
発
行

　
昭
和
四
十
八
年
度
分
以
降
、
自
動
車

税
の
納
税
通
知
書
や
督
促
状
に
納
税
証

明
書
欄
を
組
み
込
み
ま
し
た
の
で
、
皆

さ
ん
が
、
こ
の
納
税
通
知
書
ま
た
は
督

促
状
を
使
用
し
て
銀
行
な
ど
で
納
税
さ

れ
る
と
、
納
税
証
明
欄
に
も
領
収
日
付

印
が
押
さ
れ
、
自
動
的
に
納
税
証
明
書

が
発
，
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
納
税
さ
れ
る
場
合
は

必
ず
、
県
か
ら
お
送
り
す
る
納
税
通
知

書
ま
た
は
督
促
状
を
ご
使
用
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　
（
そ
の
際
、
電

算
処
理
す
る
た
め
、
納
税
通
知
督
や
督

促
状
な
ど
の
領
収
済
連
絡
書
を
、
直
接

機
械
に
か
け
ま
す
の
で
、
納
税
通
知
書

督
促
状
は
折
っ
た
り
、
汚
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
）

　
領
収
証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
、
納
税

証
明
書
の
部
分
を
切
り
取
り
、
自
動
車

検
査
証
と
と
も
に
、
た
い
せ
つ
に
保
存

し
て
、
継
続
検
査
の
と
き
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
使
用
で
き
な
い

　
　
　
　
納
税
証
明
書

　
納
税
証
明
書
に
銀
行
な
ど
の
領
収
日

付
印
が
押
し
て
あ
っ
て
も
、
次
の
も
の

は
、
継
続
検
査
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
α
　
無
効
と
表
示
さ
れ
て
い
る

　
　
も
の

6
　
記
載
事
項
が
訂
正
さ
れ
て

　
　
い
る
も
の

　
c
　
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
も
の

◎
証
明
請
求
に
は

　
　
　
　
領
収
証
書
を

　
県
外
で
継
続
検
査
を
受
け
る
か
た
、

納
税
証
明
書
の
発
行
を
受
け
て
い
な
い

か
た
、
あ
る
い
は
納
税
証
明
書
を
紛
失

し
た
か
た
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
、
財

務
事
務
所
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
お
い
で
の
と
き
、
自
動
車
税
領
収
証

書
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
願
い
ま
す
。

　
不
明
の
点
は
、
当
所
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。
　
　
　
（
十
日
町
財
政
事
務
所
）

固
定
資
産
税

　
　
ー
土
地
分
ー

　
　
仮
算
定
の
お
知
ら
せ

　
昭
和
四
十
八
年
度
の
固
定
資
産
税
・

土
地
分
に
つ
い
て
、
そ
の
う
ち
の
宅
地

に
関
し
て
は
、
住
宅
地
で
あ
る
か
、
非

住
宅
地
で
あ
る
か
に
よ
つ
て
課
税
の
取

扱
い
が
違
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
判
定

を
行
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
納
税
通
知

書
に
記
載
さ
れ
た
土
地
の
課
税
標
準
額

及
ぴ
税
額
は
、
仮
に
算
定
し
た
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
判
定
作
業
を
し
た
う
え
で
本

算
定
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
、
し
た
が

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

片
桐
　
美
和
　
定
治
　
長
女
　
小
白
倉
・

藤
田
　
朋
成
　
逸
雄
　
二
男
　
根
　
深

相
馬
稔
正
行
二
男
木
落

星
名
　
亮
佑
　
信
利
　
長
男
　
霜
　
条

登
坂
　
珠
由
　
　
誠
　
二
女
　
岩
　
瀬

押
木
　
久
光
　
久
之
　
長
男
　
元
　
町

星
野
　
　
等
鋒
太
郎
二
男
　
野
　
口

村
越
　
貞
雄
　
勝
蔵
　
二
男
　
野
　
口

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

⑳　新
郎
　
村
越
　
孝
二
　
野
　
口

　
新
婦
　
中
澤
　
雅
江
　
群
　
馬
か
ら

⑳新
郎
喜
多

　
　
　
　
　
　
　
清
中
島
町

　
新
婦
　
池
田
　
静
子
　
十
日
町
か
ら

⑳　新
郎
清
水

　
　
　
　
　
　
　
進
中
央
町

　
新
婦
　
相
崎
ノ
ブ
子
　
田
　
中
か
ら

⑳　新
郎
　
金
子
　
啓
介
　
岩
　
瀬

　
新
婦
　
金
子
　
由
子
　
岩
　
瀬
か
ら

⑳　新
郎
　
相
馬
　
正
昭
　
木
　
落

　
新
婦
　
徳
田
ト
シ
子
　
大
　
阪
か
ら

⑳　
新
郎
木
村
弘
善
室
島

　
新
婦
　
森
　
　
弓
子
　
静
　
岡
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

高
橋
見
三

工
藤
傳
三
郎

齋
木
周
平

清
水
リ
ヤ
ウ

田
中
　
フ
ネ

高
橋
キ
セ

星
名
　
ヒ
ノ

仁
田
　
五
四

発
電
所
通
り
六
八

伊室小山高
　　白野
友島倉田倉

八八八七六
一一〇七九

納
税
メ
モ

　
今
年
度
の
町
税
予
算
額
は
、
一

億
三
千
百
万
円
で
、
歳
入
総
額
の

一
六
・
六
’
％
に
当
た
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
月
は
、
固
定
資
産
税

第
一
期
分
の
納
期
で
す
が
、
第
一

期
分
を
納
付
す
る
際
に
、
二
、
三

四
期
分
を
合
わ
せ
て
納
付
い
た
だ

く
と
納
期
前
納
付
報
奨
金
を
交
付

い
た
し
ま
す
。
報
奨
金
額
は
、
全

額
四
月
中
に
納
付
し
た
場
合
、
第

二
期
分
税
額
の
百
分
の
十
五
の
額

と
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
年
額

四
千
円
で
各
期
一
千
円
の
納
税
義

務
者
が
、
四
月
中
に
四
千
円
納
付

し
た
場
合
、
報
奨
金
は
百
五
十
円

と
い
う
わ
け
で
す
。
な
お
、
百
円

未
満
の
場
合
は
対
象
外
で
す
。

　
　
　
　
　
　
か
わ
に
レ

　
　
　
　
　
　
　
非
・
緬
砥

　
　
　
　
　
　
　
4
　
愛

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
埼
玉
に
て
金
子
洋
石

卒
業
の
記
念
サ
イ
ン
を
交
し
け
り

春
光
に
打
ち
込
む
鍬
の
土
匂
う

切
干
の
乾
く
む
し
ろ
に
日
向
ぼ
こ

　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

降
り
注
ぐ
雨
を
ふ
く
ん
で
ポ
プ
ラ
の
芽

早
春
や
耕
土
の
乾
き
な
つ
か
し
む

　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

列
な
し
て
黄
傘
の
園
児
春
の
雨

並
ぴ
た
る
藁
家
の
雁
木
布
団
干
す

　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

そ
ぞ
ろ
行
く
山
に
芽
吹
き
の
一
樹
あ
り

　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

　
い
い
な
あ
と
心
に
詩
を
感
じ
た
と
き

そ
の
ま
ま
十
七
字
に
纒
め
て
投
稿
し
て

下
さ
い
。
作
れ
る
よ
う
に
教
示
し
ま
す

、




